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本日の内容

• 獣医師の公的役割
• 動物疾病の発⽣状況
• ⽇本の動物衛⽣制度
• 海外の状況
• 今後の課題



獣医師の就労状況（令和２年）



公務員獣医師の役割

公衆衛⽣分野
⾷品や環境を介した⼈の健康被害の防⽌、

動物由来感染症の⼈への感染予防
⾷品衛⽣法、と畜場法、⾷⿃検査法、狂⽝病予防法

動物衛⽣（家畜衛⽣）分野
畜産の振興を⽬的とした家畜伝染病の防疫、

動物・畜産物の輸⼊検疫、動物⽤医薬品の適
正使⽤
家畜伝染病予防法、家畜保健衛⽣所法、薬機法
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重要家畜伝染病の発生状況



農⽔省：家畜衛⽣をめぐる情勢より



高病原性鳥インフルエンザ
の発生状況

2020-2021 season

Virus: H5N8
No. of cases: 52 farms 
Bird culled : 9.9 million
Wild bird: 58 cases



世界の発生状況（2020-2021 season）



Virus: H5N1
No. of cases: 25 farms 
Bird culled : 1.8 million
Wild bird: 107 cases

高病原性鳥インフルエンザ
の発生状況

2021-2022 season



世界の発生状況（2021-2022 season）



渡り鳥のルート

http://www.eaaflyway.net/about/the‐flyway/





農⽔省：家畜衛⽣をめぐる情勢より



アフリカ豚熱の発生状況（2007-2009）

FAO‐EMPRESSより作成



アフリカ豚熱の発生状況（2010-2014）

FAO‐EMPRESSより作成



アフリカ豚熱の発生状況（2015-2020）

FAO‐EMPRESSより作成



アフリカ豚熱の発生状況（2021-）

FAO‐EMPRESSより作成
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アフリカ豚熱の影響



家畜伝染病予防法

＜⽬的＞
家畜の伝染性疾病の発⽣の予防とまん延の防⽌によ
り畜産の振興を図ること
＜主な内容＞
 発⽣を予防するための届出、検査等
 家畜所有者が遵守すべき飼養衛⽣管理基準
 発⽣時の届出、殺処分、移動制限等のまん延防⽌
 家畜の伝染性疾病の輸出⼊検疫
 国・都道府県の連携、費⽤負担等



動物衛生制度の仕組み

農林⽔産省
消費安全局

動物検疫所

厚⽣労働省

（独）農研機構
動物衛⽣研究部⾨

全国 167カ所
獣医師 2015名

OIE

畜産農家

都道府県庁

家畜保健衛⽣所

臨床獣医師



特定家畜伝染病の発生時の対応

＜国（農⽔省）＞
防疫⽅針や基準の策定、都道府県が⾏う防疫の

⽀援、疫学調査の実施
＜都道府県＞

家畜伝染病の摘発、早期封じ込めのための防疫
活動の実施
＜（独）農研機構 動物衛⽣研究部⾨＞

発⽣時の確定検査、疫学調査への協⼒、防疫対
策に対する技術的助⾔

⼝蹄疫、豚熱、⾼病原性⿃インフルエンザ、アフリカ豚熱など



（独）農研機構 動物衛生研究部門

国内唯⼀の家畜疾病に関する専⾨研究機関。2001年
に農⽔省の研究機関から独法へ。

つくばに本所、東京、北海道、⿅児島に研究拠点。
以下の4つの研究領域からなる。

⼈獣共通感染症研究領域
越境性家畜感染症研究領域
動物感染症研究領域
衛⽣管理研究領域

国内最⼤規模のBSL3相当の⾼度封じ込め動物実験施
設を2棟保有。

希少⽣物学的製剤の製造、都道府県獣医師の研修な
ども実施。



海外の動物衛生研究機関

• National Veterinary Services Laboratories（⽶国）
• National centres for animal diseases（カナダ）
• Animal and Plant Health Agency, The Pirbright 
Institute（英国）

• The Friedrich Loeffler Institute（ドイツ）
• Animal and Plant Quarantine Agency （韓国）
• Australian Centre for Disease Preparedness（豪州）



OIE（国際獣疫事務局）の役割

1 組織概要
World Organization for Animal Healthと呼ばれる国際機関で、

本部をパリに置く。現在、182の国と地域が加盟している。
2 沿⾰

1921年に国際会議において，家畜伝染病の予防と研究の
中央機関としてパリに「OIE（国際獣疫事務局）」を設置す
ることが決議された。

3 主な⽬的
 世界で発⽣している動物疾病に関する情報の提供。
 獣医学的科学情報の収集、分析及び普及。
 動物疾病の制圧及び根絶に向けた技術的⽀援及び助⾔。
 動物・動物由来製品の国際貿易に関する衛⽣基準の策定。
 動物由来の⾷品の安全性の確保、科学に基づくアニマル
ウェルフェアの向上。



動物衛生分野における課題

世界的な動物疾病の流⾏に対する備え
防疫体制の維持 都道府県の家畜防疫員の確保
海外からの侵⼊防⽌ 国境検疫の強化充実
農場への侵⼊防⽌ 農場のバイオセキュリティ向上
開発途上国の⽀援 ホットスポットの解消

動物疾病に関する研究の強化
動物疾病研究体制の充実・強化
⼈獣共通感染症と野⽣動物研究の強化
⺠間企業の開発能⼒の向上



ご清聴ありがとうございました


